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家族をつなぐふるさとの味
球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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２
月
20
日（
月
）

◆
桜
の
里
の
ひ
な
祭
り（
10
時
〜
16
時
）（
〜
４
月
１
日（
土
））

　
（
湯
山
温
泉 

水
上
荘
・
農
家
の
宿 

茶
乃
実
・
い
ち
ぼ
う
・
水
上
村
商
工
会
）

２
月
25
日（
土
）

◆
中
学
校
招
待
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
10
時
30
分
〜
）

　
（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

２
月
26
日（
日
）

◆
中
学
校
招
待
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
時
〜
）

　
（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
５
日（
日
）

◆
２
０
１
７ 

さ
く
ら
の
里
ア
ー
ト
展（
10
時
〜
17
時
）（
〜
４
月
２
日（
日
））

　
（
小
松
慎
平
美
術
館
、他
３
か
所
）

３
月
19
日（
日
）

本
ま
つ
り（
10
時
〜
）〈
汗
の
原
親
水
公
園
〉

◆
郡
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会（
８
時
30
分
〜
）

　
〈
水
上
中
学
校
体
育
館
〉

３
月
25
日（
土
）

◆
中
学
校
招
待
野
球
大
会（
９
時
〜
）（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
26
日（
日
）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
８
時
〜
）〈
ま
つ
り
広
場
・
ダ
ム
湖
周
辺
〉

　

３
㎞
・
５
㎞
・
ダ
ム
一
周　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◆
中
学
校
招
待
野
球
大
会（
９
時
〜
）（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
29
日（
水
）

◆
郡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
時
〜
）（
岩
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

４
月
１
日（
土
）

◆
桜
ま
つ
り
弓
道
大
会（
９
時
〜
）（
秀
峰
館　

田
山
弓
道
場
）

そ
の
他

会
場
周
辺
桜
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分
）

期
間
／
３
月
13
日（
月
）〜
４
月
２
日（
日
）

　
　
　

※

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
は
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

祝いもち投げの様子祝いもち投げの様子祝いもち投げの様子

と　き

ところ

第46回
湯山温泉
第46回
湯山温泉
第46回
湯山温泉

水上村 

汗の原親水公園 他
水上村 

汗の原親水公園 他
水上村 

汗の原親水公園 他

平成29年

２月20日㈪～４月１日㈯
平成29年

２月20日㈪～４月１日㈯
平成29年

２月20日㈪～４月１日㈯

木ん馬レー
スき　    ま

球
磨
拳
大
会

（
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
）
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【本まつり】3月19日（日）

※プログラムや時間スケジュールは、当日の天候や進行状況により変更になる場合もあります。

祝いもち投げの様子

10：00 オープニング （姫桜太鼓）
10：10 開会　
10：30 祝いもち投げ　
10：40 実愛ステージ
11：10 保育所・小中学生ステージ
12：00 上楠臼太鼓踊り
12：30 フリータイム
13：30 木ん馬レース（男性の部・女性の部）
15：30 （ひ）しゃくなげ大会（予選会）
15：50 木ん馬レース表彰式
16：00 福引抽選会　
16：50 祝いもち投げ 
18：00 球磨神楽 
18：30 水神守太鼓 
19：00 日本一早い大花火大会 

●村内小中学生が演じる創作太鼓

●開会宣言　●協会長挨拶・村長挨拶　●原画ポスター表彰式

●紅白もちの大盤振る舞い

●水上村親善大使による歌謡ショー

●村内の保育園児がかわいいお遊戯でまつりに華をそえ、小中
　学生が踊りや鼓笛演奏、合唱などでまつりを盛り上げます。

●地元の伝統芸能

●力自慢による大迫力のレース

●しゃくなげ祭り本大会の予選会

●表彰　●チェーンソーアート木ん馬授与

●合計60本の景品が当たります！

●紅白もちの大盤振る舞い

●松明の明かりの中で幻想的な神楽が舞われます。

●桜友会による力強い創作太鼓

●1,500発！

第46回
湯山温泉

水上村 

汗の原親水公園 他

平成29年

２月20日㈪～４月１日㈯

木ん馬レー
ス

木ん馬レー
ス

木ん馬レー
スき　    まき　    まき　    ま

球
磨
拳
大
会

球
磨
拳
大
会

球
磨
拳
大
会

（
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時
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分
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分
〜
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分
）
分
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分
）
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………村内News

学習成果発表会（１月 29日）

～成尾元村長のお話～

　２月７日（火）、第３校時に成尾政紀元村長様にゲストティーチャーとして来校いただき、５．６年
生の児童に「湯山小学校の校舎改築に込められた願い」についてお話をしていただきました。
　湯山地区の歴史、水上村誕生と名前の由来、児童数が 300 名を超えていた時代のこと等、昔の貴重
なお話から始まり、校舎改築にかける湯山地区の人々の願いについて話が進んでいきました。子ども
たちが安心して気持ちよく過ごせる学校、地域の人達と子どもたちが触れ合える環境を目指したい、
できる限り児童や保護者、地域の人々の願いが形になるような校舎にしたいという当時の人々の思い
がひしひしと伝わってくるお話に、児童も教職員も時間を忘れて聞き入りました。
　５．６年生の子どもたちからは、「地域の人々の願いがたく
さん込められた学校なので大切に受け継いでいきたい。」「地
域の人達の思いで学校が作られ、私たちもこうして今湯山小
学校で勉強ができているのだと思った。」「成尾さんのおかげ
で卒業前に校舎のことを知ることができてよかった。」「この
学校で勉強できてうれしいし感謝していこうと思った。」と
いった感想が聞かれました。
　この機会をとおして、児童も教職員も、湯山小学校を誇り
に思い、これからも大切に受け継いでいきたいという気持ち
を強くしました。

　本年度の学習成果発表会で
は、各学年で学習してきたこと
を題材にして趣向を凝らした発
表を披露しました。ご来賓、保
護者、地域の方々等、100 名
を超える皆様にご来場いただ
き、子どもたちは張り切って発
表することができました。

湯山小の児童数は 41名ですが、ご来場いただいた地域、保護者の
皆様は、合わせて 100 名を超えていました。湯山小学校の子ども
たちを地域の皆様で温かく見守っていただいていることを改めて感
じ、感謝の気持ちでいっぱいになりました。　

「かたりあおう」と「心のかけはし」
を歌いました。一倉さん作詞作曲の「心
のかけはし」は、地域の方も一緒に歌っ
てくださいました。

  会場には、地域の皆様からお借りし
た習字、絵画、手作り人形、竹細工等
の作品を展示させていただきました。
御協力、有難うございました。

湯山小

１年「くじらぐも」
湯山ファイブレンジャーパトロールの巻

２年「セコどんと山の神さん」

３，４年「学習成果発表会への道」
～湯山のうたができるまで～

全校合唱

５，６年「湯山の伝統　かたらんね」

地域の皆様の作品コーナー
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村内News………

全員合唱
「世界が一つになるまで」

５年　総合的な時間の学習の発表
「Save the earth」

１年　音楽劇
「大きなかぶ

～みんなで力をあわせよう～」

４年　社会科発表
「社会科見学で学んだこと」

３年　合奏
「音でつながる」

６年　思い出発表
「思い出のベスト３

～笑い、絆、そして命～」

３～６年　鼓笛「フラワー」

「多くの方が見守られる中、『学習発表会』を行いました」

　２月５日（日）、学校評議員の方をはじめ、多くの保護者や地域の方が見守
られる中、「学習発表会」を実施しました。
　今回は、テーマを「つながり」として取り組みました。どの学年の発表もそ
の「つながり」を意識した素晴らしい発表で、見る人に感動を与えました。

　職員による合奏「Sing Sing Sing」の合奏も披露しました。

岩野小

２年　生活科発表
「大きくなったよ」

なかよし学級　合奏
「夜空を見上げて

～３人で音をつなげよう～」



2017.3　広報　みずかみ 6

………村内News

　２月３日（金）、湯山保育所の「豆まき」が行わ

れました。子どもたちが、手作りの鬼のお面と豆入

れを身につけ、節分の紙芝居を見たりゲームを楽し

んでいると、突然３人の鬼が現れ悲鳴の渦に！豆ま

きどころではなく、大泣きしながら逃げ惑う子ども

たちや本気になって豆を投げつける子どもたちでし

たが、最後は優しい鬼だとわかり、少しホッとした

様子で、笑みがこぼれていました。

　２月３日（金）、岩野保育所で節分行事「豆まき」

が行われました。紙芝居を見たり、箱鬼を倒したり

と楽しんでいた子どもたちでしたが、隣の部屋から

「ドンドンドン」というドアを叩く音が聞こえた途

端、子どもたちの表情は一変。そこから出てきた鬼

に子どもたちは泣いて逃げ回り大パニック !!

　でも最後は鬼と握手をして仲直り。笑顔も見られ、

子どもたちにとっては怖かったけど楽しいひととき

となりました。

湯山保育所

岩野保育所

………

湯山保育所「
優し
い鬼さんありがとう」

岩野保育所「会
場は大パニック !!」
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岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著　者　名 書　　　　名 著　者　名

世界で最初の音 白川　道 サイレントブレス 南　杏子

裏社会を生き抜いてきた達也が大物政治家の娘・衣
公子と出会った。互いに大きな秘密を抱える二人は
惹かれ合っていくが―。親友か女か。告白か逃亡か。
愛か誇りか。ハードボイルドの名手が満を持して放
つ罪と純愛の物語。

大学病院から、「むさし訪問クリニック」への“左遷”
を命じられた 37歳の水戸倫子。そこは、在宅で「最
期」を迎える患者専門のクリニックだった。倫子は
そこで死を待つだけの患者と向き合うことの無力感
に苛まれるが。

ドッグファイト 楡　周平 四月になれば彼女は 川村　元気

物流の雄、コンゴウ陸送経営企画部の郡司は、世界
的外資系ネット通販会社スイフトの配送利益率が著
しく低いことに危機感を抱いていた。入社 18年目
にして初めて営業部への異動を命じられ、スイフト
の担当課長となる。

４月、はじめて付き合った彼女から手紙が届いた。
そのとき僕は結婚を決めていた。愛しているのかわ
からない人と―。失った恋に翻弄される、12 カ月
がはじまる。

本日は、お日柄もよく 原田　マハ 船を編む 三浦　しをん

ＯＬ二ノ宮こと葉は、想いをよせていた幼なじみ厚
志の結婚式に最悪の気分で出席していた。ところが
その結婚式で涙が溢れるほど感動する衝撃的なス
ピーチに出会う。目頭が熱くなるお仕事小説。

出版社の営業部員馬締光也は、言葉への鋭いセンス
を買われ、辞書編集部に引き抜かれた。新しい辞書
『大渡海』の完成に向け、彼と編集部の面々の長い長
い旅が始まる。

静かな雨 宮下　奈都 日曜劇場 IQ246 華麗なる
事件簿　上巻下巻 木俣　冬

短期間しか新しい記憶を留めておけなくなってし
まったこよみと、大学の研究室で働く行助。二人の
恋を瑞々しい筆致で紡ぐ著者の原点。新しい記憶を
留めておけないこよみと、彼女の存在が全てだった
行助の物語。

ＴＢＳ系人気ドラマ待望の小説化！ 89代続く貴族
の末裔、法門寺家当主・法門沙羅駆。常に暇を持て
余し、自らが解くに値する謎を求める沙羅駆が、世
間にはびこる難事件をＩＱ 246（超遺伝頭脳）で
鮮やかに解決する。

九九パーフェクト
ゲームブック　全５巻 このみ　ひかる オニたいじ 森　絵都

九九はこのゲームブックで仕上げ。ゲームを解き進
むのは君の九九パワーだ。いろいろなキャラクター
とともに九九を楽しもう！

節分の日の豆まき。今年の豆たちは、オニのお面を
つけたおじさんではなくて、世界にいる本物のオニ
を退治したいと考えた。豆たちは、自転車泥棒、銀
行強盗、密猟者、地球の侵略者を撃退。痛快で楽し
いオニ退治の絵本。

おにはそと！
ふくはうち！ いもと　ようこ 行ってみよう！

動物園＆水族館　全４巻 新日本図書

どうしてまめをまくの？「おにはそと！ふくはう
ち！」っていうのはなぜ？せつぶんのゆらいがわか
るえほん。

動物や海の魚たちの秘密をはじめ、飼育員とのふれ
あいなど、飼育員さんが話すみんなの知らないおも
しろポイントなどいっぱい。動物園と水族館がもっ
とおもしろくなる写真絵本です。

親子で楽しむ
かわいいデコ巻き寿司 若生　久美子 作って楽しい！食べて

おいしい！巻きずし 飾　巻子

基礎から上級者向けのものまで！こどもが喜ぶ
キュートな絵柄、季節を楽しむデコ巻きずしなど。
裏技やコツもたくさんで親子で楽しめる１冊です。

いろどり鮮やかな具材を使って楽しくおいしい巻き
ずしをつくりませんか？かんたんでいろどりもきれ
い！切ってびっくりいろんな模様！プロセス写真付
きでわかりやすい１冊です。
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　第５回公認奥球磨ロードレース大会が平成 29 年１月 15 日（日）、水上、
湯前、多良木の３町村合同で開催されました。3町村と熊本陸協が主催
で６部門に645名がエントリーし、当日は455名が出場しました。男子ハー
フマラソンの部は藤本拓選手＝トヨタ自動車＝が1時間3分51秒で優勝、
女子ハーフマラソンの部は赤坂よもぎ選手＝名城大学＝が 1時間 12 分
49 秒、高校男子 10 キロの部は亀鷹雄輝選手＝九州学院高校＝が 30 分 17
秒、一般女子５キロの部は秋山祐妃選手＝信愛女学院高校＝が 16 分 45
秒、中学男子5キロの部は吉富純選手＝大牟田田隈中学校＝が16分06秒、
中学女子 5キロの部は栗原泉選手 =湯前中学校＝が 18 分 00 秒で、それ
ぞれが制しました。
　村民のみなさま沿道での応援ありがとうございました。

高校男子10キロの部スタート高校男子10キロの部スタート

ハーフマラソンの部 優勝
藤本　拓 選手

高校生男子10㎞の部 優勝
亀鷹　雄輝 選手

中学女子・女子フリーの部スタート

スポーツ振興くじ
助成事業

中学生男子５㎞の部 優勝
吉富　純 選手

湯湯
で
フ
女
49
秒
秒
中
ぞ

第５回公認奥球磨ロードレース大会
～４５５名が３町村駆ける～

選手宣誓をする選手宣誓をする
川内　優輝 選手川内　優輝 選手
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【男子】
　男子ハーフの部
　１位　藤本　　拓（トヨタ自動車） 1時間 03分 51秒
　２位　今井　篤弥（トヨタ自動車九州） 1時間 04分 01秒
　３位　大津　顕杜（トヨタ自動車九州） 1時間 04分 07秒
　４位　西　　純平（旭化成） 1時間 04分 12秒
　５位　中平大二朗（トヨタ自動車九州） 1時間 04分 13秒
　６位　川内　優輝（埼玉県庁） 1時間 04分 17秒
　７位　坪内　淳一（黒崎播磨） 1時間 04分 18秒
　８位　小早川　健（東洋大学） 1時間 04分 39秒
　高校男子10キロの部
　１位　亀鷹　雄輝（九州学院高校） 30分 17秒
　２位　吉里　　駿（大牟田高校） 30分 19秒
　３位　永井　大育（樟南高校） 30分 24秒
　４位　成瀬隆一郎（大牟田高校） 30分 28秒
　５位　大藏　洋人（九州学院高校） 30分 29秒
　６位　牧瀬　圭斗（白石高校） 30分 43秒
　７位　佐藤　映斗（九州学院高校） 30分 45秒
　８位　木付　　琳（大分東明高校） 30分 47秒
　中学男子５キロの部
　１位　吉富　　純（大牟田田隈中学校） 16分 06秒
　２位　園木　大斗（鹿南中学校） 16分 11秒
　３位　岩川　智也（あさぎり中学校） 16分 18秒
　４位　村本　　翔（大牟田田隈中学校） 16分 25秒
　５位　田所　功妃（山鹿中学校） 16分 26秒
　６位　本村　哲也（山鹿中学校） 16分 30秒
　７位　雜賀　大賢（津奈木中学校） 16分 30秒
　８位　岡　　亮介（人吉第二中学校） 16分 32秒
【女子】
　女子ハーフの部
　１位　赤坂よもぎ（名城大学） 1時間 12分 49秒
　２位　堀江　美里（ノーリツ） 1時間 12分 52秒
　３位　小﨑　まり（ノーリツ） 1時間 14分 49秒
　４位　久保愛結美（鹿児島銀行） 1時間 15分 10秒
　５位　唐沢　ゆり（日本体育大学） 1時間 16分 03秒
　６位　小指　有未（ワコール） 1時間 16分 30秒
　７位　下山かなえ（ノーリツ） 1時間 16分 42秒
　８位　齋藤　真希（肥後銀行） 1時間 17分 23秒

　女子フリー５キロの部
　１位　秋山　祐妃（熊本信愛女学院高校） 16分 45秒
　２位　福田　詩音（東海大学付属福岡高校） 16分 52秒
　３位　境田　真夕（千原台高校） 16分 58秒
　４位　岡本亜依里（ルーテル学院高校） 16分 58秒
　５位　嶋永　有紗（熊本信愛女学院高校） 16分 59秒
　６位　清水　遥加（出水中央高校） 17分 07秒
　７位　岡本佳奈絵（ルーテル学院高校） 17分 10秒
　８位　菅田　雅香（東海大学付属福岡高校） 17分 15秒
中学女子５キロの部
　１位　栗原　　泉（湯前中学校） 18分 00秒
　２位　藤村　光紀（山鹿中学校） 18分 15秒
　３位　富野汐英流（山鹿中学校） 18分 24秒
　４位　星子　七海（山鹿中学校） 18分 26秒
　５位　尾方　唯莉（相良中学校） 18分 43秒
　６位　池田菜々子（山鹿中学校） 18分 52秒
　７位　増村　光春（人吉第二中学校） 18分 56秒
　８位　川口　綾那（人吉第二中学校） 19分 04秒

女子フリー５㎞の部 優勝
秋山　祐妃 選手

中学女子５㎞の部 優勝
栗原　泉 選手

　主な成績は以下のとおり。
気象情報（気温 2.0 度、湿度 45％、東北東の風 0.5 メートル）

川俣　憧人選手
（水上中２年）

早田　哲也選手
（ＪＲ九州）

入江七彩華選手
（水上中２年）

小原　正道選手
（九州武蔵）

中村　　諒選手
（水上中２年）

藤原　寿弘選手
（北熊本自衛隊）

山崎　　輝選手
（多良木高1年）

小川　拓郎選手
（上球磨森林組合）

水上村からの出
場者 !!

女子ハーフの部 優勝
赤坂よもぎ 選手



家
族
を
つ
な
ぐ

　

  
ふ
る
さ
と
の
味

球
磨
郡
市
広
報
紙
研
究
協
議
会
合
同
特
集

　
こ
の
特
集
は
、
人
吉
市
・
錦
町
・
多
良
木
町
・
湯
前
町
・
水
上
村
・
相
良
村
・
五
木
村
・

山
江
村
・
球
磨
村
・
あ
さ
ぎ
り
町
の
広
報
担
当
者
が
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
あ
な
た
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
味
は
何
で
す
か
？

　
人
吉
球
磨
地
域
で
は
、
こ
の
地
域
の
風
土
と
こ
の
地
に
住
む
人
た
ち
の
知

恵
で
、
多
く
の
郷
土
料
理
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
食
の
多

様
化
が
進
み
、
郷
土
の
家
庭
料
理
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
た
現
代
、
ふ
る
さ

と
の
味
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
味
「
郷
土
料
理
」

　
「
郷
土
料
理
」
と
は
、
地
域

の
産
物
を
使
っ
て
独
自
の
調
理

法
で
作
り
、
伝
承
さ
れ
た
特
別

な
料
理
と
思
う
人
が
ほ
と
ん
ど

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

し

か
し
、
郷
土
料
理
は
特
別
な
料

理
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔

か
ら
家
で
作
り
、
普
段
の
食

卓
に
並
べ
ら
れ
た
家
庭
料
理

も
「
郷
土
料
理
」
で
す
。
私
た

ち
を
育
て
て
く
れ
た
郷
土
料
理

は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
大
切
な
ふ

る
さ
と
の
味
な
の
で
す
。

郷
土
料
理
と
風
土

　

人
吉
球
磨
地
域
は
、
日
本
三

急
流
の
一
つ
「
球
磨
川
」
が
流

れ
、
九
州
山
地
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
す
。
昔
か
ら
こ
の

地
域
で
は
、
盆
地
特
有
の
寒
暖

差
の
激
し
い
気
候
を
生
か
し
て

農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、
産
物
の
種
類
も
豊
富
。
米

や
小
麦
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
な
ど

の
山
の
幸
や
球
磨
川
で
捕
れ
る

ア
ユ
な
ど
の
川
の
幸
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
で
は
豊
か
な
産
物
を

使
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
保

存
方
法
を
考
え
た
多
様
な
郷
土

料
理
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊

富
に
と
れ
る
米
を
使
っ
た
球
磨

焼
酎
も
そ
の
一
つ
で
す
。

地
域
特
有
の
食
べ
物

　

私
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
食

べ
物
で
、
実
は
人
吉
球
磨
で
し

か
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
が
「
酢
だ
こ
」
で
す
。
近

く
に
海
が
な
い
こ
の
地
域
で
海

の
物
を
食
べ
る
た
め
、
保
存
が

効
く
よ
う
に
タ
コ
を
酢
漬
け
に

し
た
も
の
で
、
今
も
正
月
の
お

せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
人
吉
球
磨

地
域
で
は
、
特
徴
的
な
料
理
や

食
べ
物
が
地
域
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。
上
球
磨
地
域
で
は
ブ
タ

や
イ
ノ
シ
シ
の
骨
に
付
い
た
肉

を
食
べ
る
「
骨
か
じ
り
」
が
よ

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
中
球
磨
地

域
は
、
約
４
０
０
年
前
に
活
躍

し
た
剣
豪
・
丸ま
る
め目
蔵く

ら
ん
ど
の
す
け

人
佐
が
く

じ
ら
鍋
を
村
人
に
振
る
舞
っ
た

こ
と
か
ら
今
で
も「
皮
ク
ジ
ラ
」

を
料
理
に
使
用
。
下
球
磨
地
域

は
、
五
木
村
の
「
そ
ば
料
理
」

や
、相
良
村
の「
四
浦
こ
ん
に
ゃ

く
」
が
有
名
で
す
。
地
域
全
体

の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
つ
ぼ
ん

汁
」
と
「
煮
し
め
」
も
、
各
地

域
で
具
材
や
切
り
方
が
少
し
ず

つ
異
な
り
ま
す
。
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消
え
つ
つ
あ
る
郷
土
料
理

　

昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
で

す
が
、
洋
食
化
や
外
食
産
業
の

発
展
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

普
及
な
ど
、
日
本
の
食
文
化
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
郷
土
料
理
を

食
べ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
家
族
で
台
所
に
立
つ
こ
と

も
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

引
き
継
ぐ
機
会
も
減
り
、
何
が

ふ
る
さ
と
の
味
な
の
か
分
か
ら

な
い
若
者
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
る
大
切

な
ふ
る
さ
と
の
味
を
守
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
人
吉
球
磨

地
域
で
日
ご
ろ
か
ら
食
べ
ら

れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
ふ
る

さ
と
の
味「
郷
土
の
家
庭
料
理
」

の
魅
力
と
伝
承
に
焦
点
を
あ
て

て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

家族で食卓を囲む川内さん一家（山江村）と郷土の家庭料理（下写真）

栗豆腐

つぼん汁

なます

米
こめこうじ

麹料理

一勝地まんじゅう

骨かじり

五木そば いでだご柚
ゆ べ し

餅子
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INTERVIEW祈
り
を
込
め
た
食
文
化

　

相
良
７
０
０
年
の
歴
史
あ
る
人

吉
球
磨
で
先
人
た
ち
が
独
自
に
作

り
守
っ
て
き
た
食
文
化
の
価
値
は

高
い
と
考
え
ま
す
。
地
域
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
知
恵
と
風
土
に
合
っ

た
地
域
の
食
材
で
つ
な
い
で
き
た

こ
の
食
文
化
。
そ
れ
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

魅
力
的
で
す
。

　

三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の
よ
う
に

人
吉
球
磨
は
祈
り
の
文
化
が
深
い

地
域
。
こ
の
地
域
は
、
子
ど
も
を

思
い
作
っ
た
お
や
つ
な
ど
、
相
手

を
思
っ
て
作
ら
れ
た
料
理
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
成
長
を
願
っ

て
作
ら
れ
た「
あ
ん
入
り
ち
ま
き
」

は
、
す
く
す
く
と
伸
び
る
竹
の
よ

う
に
長
く
作
ら
れ
て
い
て
、
包
装

に
も
竹
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
食
に
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
て
、
人
吉
球
磨
の
根
底
に

祈
り
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

店
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
郷
土
食

　

熊
本
地
震
で
、
当
た
り
前
の
食

卓
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
食
卓
を
囲
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
と
て
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
も
。
食
事
は
、
誰

の
た
め
に
料
理
を
作
る
の
か
、
誰

と
食
べ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
自
分
の
愛
す
る

家
族
や
仲
間
と
囲
む
食
卓
に
は
会

話
が
あ
り
、
作
っ
た
人
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
料
理
が
並
ぶ
。
そ
の

雰
囲
気
と
思
い
が
食
と
し
て
体
に

入
り
、
血
や
肉
に
な
る
の
で
す
。

ふるさとの食の味
み り ょ く

力

昭和29年生まれ。球磨郡相良村の農家で育つ。人吉
高校卒業後、地元の農協に就職。結婚後、３人の娘を
育てながら夫の建築設計事務所をサポート。現在は、
農家レストラン「郷土の家庭料理ひまわり亭」の代表
を務める傍ら、食を通したまちづくりアドバイザーと
して全国を飛び回っている。

郷土の家庭料理 ひまわり亭

代表  本田 節
せつ

 さん

先人たちの知恵で生まれ伝え続けられた「郷土の家庭料理」。
その味には、私たちが元気に育つ力がたっぷり入っています。

　

地
元
を
離
れ
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

作
っ
て
く
れ
た
ま
ぜ
飯
は
お
い
し

か
っ
た
」「
お
盆
に
は
煮
し
め
が

あ
っ
て
、
正
月
に
は
酢
だ
こ
が

あ
っ
た
」
な
ど
思
い
返
す
こ
と
が

郷
土
愛
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
料

理
は
家
庭
や
地
域
へ
の
愛
情
そ
の

も
の
で
、
お
店
で
食
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。家
族
愛
や
地
域
愛
、

人
間
愛
、
そ
う
い
う
も
の
が
家
庭

の
食
卓
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
質
素
で
あ
っ
て
も
「
お
い
し

い
」
と
思
え
る
理
由
で
す
。

郷
土
料
理
を
見
直
す

　

昔
は
晴
れ
の
日
に
は
ご
ち
そ
う

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
段
の

食
事
は
質
素
で
し
た
。
今
は
食
が

豊
か
過
ぎ
て
、
が
ん
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
食
材
が
24
時
間
ど

こ
で
も
手
に
入
る
現
代
、
消
費
者

は
選
択
肢
が
多
過
ぎ
て
本
当
に
体

に
良
い
物
が
何
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
が
な
い
時
代
、
し
ょ
う

ゆ
や
み
そ
は
我
が
家
で
作
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
お
金

を
出
せ
ば
手
に
入
り
、
健
康
面
よ

り
安
け
れ
ば
良
い
と
考
え
る
人
も

い
ま
す
。
郷
土
の
家
庭
料
理
は
栄

養
面
も
優
れ
て
い
ま
す
。
食
に

も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
先
人
た
ち

の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
郷
土
の
家
庭

料
理
を
見
直
し
て
ほ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
伝
え
て
い
く

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た

昔
と
違
い
、
今
は
人
の
つ
な
が
り

が
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
郷
土

の
家
庭
料
理
も
受
け
継
が
れ
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
先
人
が
作
っ
た
家
庭
料

理
を
記
録
に
残
し
な
が
ら
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
食
文
化
は
、
昔
な
が
ら
の
家

庭
料
理
の
良
さ
に
新
時
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
少

し
ず
つ
プ
ラ
ス
し
て
い
か
な
い
と

伝
わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ

と
の
味
を
若
い
世
代
に
つ
な
げ
る

学
習
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人吉球磨の伝統食を伝え広める本田さん
に郷土の家庭料理の魅力を聞きました。
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我
が
家
の
味
を
子
ど
も
た
ち
に

　

農
家
民
宿
を
営
む
牧ま
き
や
ま山
規き

く

こ
矩
子

さ
ん
（
相
良
村
）。
村
の
「
食
生

活
改
善
推
進
員
（
※
１
）」
や
、「
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
（
※
２
）」
と

し
て
、
22
年
間
「
食
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
食
文
化
が
薄
れ
て
き
て

い
る
今
、
親
子
や
高
校
生
な
ど
幅

広
い
年
代
に
料
理
教
室
を
開
き
、

県
内
で
広
く
活
動
し
て
い
る
牧
山

さ
ん
。「
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
、

女
性
も
外
で
働
く
時
代
に
。
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
料
理

を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
郷
土

の
家
庭
料
理
を
知
ら
な
い
ま
ま

育
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
我
が
家
の

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
に
振
る
舞
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
活
動
の
背
景
を
話
し
ま
す
。

無
添
加
で
温
か
み
の
あ
る
物
を

　

牧
山
さ
ん
が
取
材
に
合
わ
せ

て
、
郷
土
の
お
や
つ
「
ね
っ
た
く

り
だ
ご
」を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

簡
単
で
早
く
で
き
る
ね
っ
た
く
り

だ
ご
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
お
や
つ

で
す
。
作
り
方
は
、
小
麦
粉
と
も

ち
米
粉
を
練
り
、
湯
が
い
て
あ
ん

こ
や
黒
砂
糖
を
ま
ぶ
す
だ
け
。
昔

は
行
事
食
と
し
て
「
あ
ん
入
り
ち

ま
き
」
を
よ
く
作
っ
て
い
て
、
そ

の
間
に
子
ど
も
た
ち
に
ね
っ
た
く

り
だ
ご
を
作
ら
せ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
「
昔
の
お
母
さ
ん
は
み
ん
な
が

『
食
の
名
人
』。
簡
単
に
食
べ
物
が

手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
手
作
り
で
温
か
み
の
あ
る
郷

土
の
家
庭
料
理
も
食
卓
に
並
べ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
牧
山
さ

ん
。
昔
か
ら
お
金
を
掛
け
ず
に
、

身
近
に
あ
る
も
の
で
工
夫
し
て

作
っ
て
き
た
家
庭
の
味
を
後
生
に

残
し
て
い
き
ま
す
。

※１  「食」を通して健康づくりを推進するボランティア。
※２  郷土料理などについて知識や経験を持ち、伝承活動などに取り組む県が認定する人。

▲農作業のよけまん（休憩時のおやつ）
にも食べられた「ねったくりだご」

▲地元の食材をふんだんに使い、大きな
具材が特徴の「急流煮しめ」

 郷土の家庭料理を作り、伝え続けるふるさとのお母さんたちがいます。
一皿に込めた、お母さんたちの知恵と愛情

家
庭
の
味
の
原
点

　

地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
の
提
供
や
加
工
販
売
を
行

う
「
く
ま
む
ら
農
産
加
工
グ
ル
ー

プ
あ
じ
さ
い
」。
会
長
の
大お
お
む
た

無
田

ト
ミ
子
さ
ん
（
球
磨
村
）
は
、「
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
（
※
２
）」
と

し
て
も
郷
土
料
理
の
普
及
と
継
承

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
料
理
に
興
味
が

あ
っ
た
大
無
田
さ
ん
は
、
大
人
た

ち
の
会
話
を
聞
い
て
料
理
の
作
り

方
を
習
得
。
そ
の
後
就
職
し
食
材

宅
配
を
し
て
い
た
と
き
に
、
配
達

先
の
地
元
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ

た
家
庭
の
味
が
大
無
田
さ
ん
の
料

理
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
育
ん
だ
急
流
煮
し
め

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
球
磨
村

の
家
庭
料
理
「
急
流
煮
し
め
」。

料
理
名
は
、
球
磨
村
で
球
磨
川
の

流
れ
が
一
番
速
く
な
る
た
め
、
激

流
に
流
さ
れ
な
い
巨
石
に
見
立
て

て
具
材
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
煮
し
め

が
作
っ
て
あ
り
、
誰
が
来
て
も
い

つ
行
っ
て
も
、
食
卓
に
並
ん
で
い

ま
し
た
。
作
り
方
は
、
冠
婚
葬
祭

の
と
き
な
ど
に
地
元
の
人
か
ら
教

え
て
も
ら
い
地
域
の
味
を
学
び
ま

し
た
」。
大
無
田
さ
ん
は
、
地
元

の
人
か
ら
教
わ
っ
た
味
を
継
承
す

る
た
め
、
煮
し
め
作
り
体
験
な
ど

を
通
じ
て
若
い
世
代
へ
料
理
の
普

及
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
村
の
人
た
ち
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
の
恩
返
し
と
し
て
、

素
材
を
生
か
し
た
昔
な
が
ら
の
田

舎
料
理
で
お
客
さ
ん
の
お
も
て
な

し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
大

無
田
さ
ん
は
、
温
か
い
人
柄
で
家

庭
料
理
の
味
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
中
に
込
め
ら
れ
た
愛
情
を
こ
れ

か
ら
も
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

農家民宿「くりの里」
牧山 規矩子さん

くまむら農産加工グループあじさい
会長  大無田 トミ子さん

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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衣
食
住
の
プ
ロ
を
育
成

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
県
立
南
稜
高

校
で
は
、
本
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の｢

ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル｣

の
指
定
を
受
け
、
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
衣
食

住
の
プ
ロ
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。｢

食｣

の
分
野
で

は｢
郷
土
料
理
講
習
会｣

の
授

業
化
や
地
域
野
菜
、
シ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
商
品
開

発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

｢

ふ
る
さ
と
の
良
さ｣

を
実
感

　

同
高
校
の
生
活
経
営
科
で

は
、「
故
郷
の
味
を
再
発
見
」

を
目
標
に
郷
土
料
理
の
授
業
を

年
10
回
以
上
実
施
。
同
科
の
３

年
生
22
人
は｢

く
ま
も
と
ふ
る

さ
と
食
の
名
人｣

の
本
村
イ
サ

子
さ
ん(

あ
さ
ぎ
り
町)

か
ら
料

理
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
12
日
に
行
わ
れ
た
実
習

の
献
立
は
、
山
菜
お
こ
わ
と
つ

ぼ
ん
汁
、
切
り
干
し
大
根
の
酢

の
物
、
ね
っ
た
ん
ぼ
、
あ
ん
入

り
ち
ま
き
の
５
品
。
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
山
菜
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ

ボ
ス
な
ど
色
と
り
ど
り
の
地
元

地
元
の

｢

宝｣

を

大
切
に
し
て
ほ
し
い

　

私
は
農
家
の
家
に
生
ま
れ
、
農

作
業
を
し
な
が
ら
そ
の
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
は
自
宅
で
米こ
め
こ
う
じ麹や
ユ
ズ

な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
を
手
が

け
、
地
元
の
物
産
館
に
も
出
品
し

て
い
ま
す
。

　

郷
土
料
理
を
通
し
て
生
徒
の
皆

さ
ん
に
「
地
元
に
あ
る
財
産
」
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
10
年
以

上
前
か
ら
南
稜
高
校
の
生
徒
に

料
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
実
習
後

に
生
徒
た
ち
か
ら
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
感
想
文
を
も
ら
い
ま
す
が
、｢

家
で
も
作
っ
て
み
た
い｣

な
ど
と

書
い
て
あ
り
、
毎
年
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

進
路
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。将
来
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
、

｢
ふ
る
さ
と
に
は
こ
ん
な
料
理
も

あ
る
ん
だ
よ｣

と
料
理
を
伝
え
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
勉
強
し
て

次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い

　

母
と
一
緒
に
お
菓
子
作
り
を

し
て
い
て
料
理
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
園

の
こ
ろ
か
ら
母
や
祖
母
に
料
理

を
教
わ
り
、
小
学
校
５
年
生
の

こ
ろ
に
は
母
が
仕
事
で
遅
く
な

る
と
き
は
夕
食
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
は
上
手
に
作
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
お
い
し
い
」

と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て

さ
ら
に
料
理
好
き
に
！ 

高
校

は
料
理
が
学
べ
る
南
稜
高
校
に

進
学
し
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
愛
知
県
で
調

理
関
係
の
仕
事
に
就
き
ま
す
。

将
来
は
お
菓
子
屋
さ
ん
と
し
て

自
分
の
店
を
持
つ
の
が
目
標
で

す
。
今
日
作
っ
た｢

つ
ぼ
ん
汁

｣

は
家
族
み
ん
な
大
好
き
。
ふ

る
さ
と
を
離
れ
ま
す
が
今
回
の

実
習
を
通
し
て
、
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
る
郷
土
料
理
を
し
っ
か

り
勉
強
し
、
次
の
世
代
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
材
が
並
び
ま
し
た
。

　

｢

山
菜
お
こ
わ
は
、
み
り
ん

の
代
わ
り
に
赤
酒
を
使
っ
て
仕

上
げ
る｣

｢

球
磨
地
方
で
は
端

午
の
節
句
に
、
子
ど
も
が
す
く

す
く
と
育
つ
よ
う
に
あ
ん
入
り

の
ち
ま
き
を
作
る｣

｢

タ
ケ
ノ

コ
の
皮
は
抗
菌
作
用
が
あ
り
、

包
装
紙
代
わ
り
に
使
う｣

。
本

村
さ
ん
は
笑
顔
を
交
え
な
が
ら

生
徒
に
先
人
の
知
恵
を
伝
授
。

生
徒
た
ち
は
、
本
村
さ
ん
の
話

や
手
つ
き
か
ら
ふ
る
さ
と
の
味

を
学
び
ま
し
た
。
作
っ
た
料
理

は
、
本
村
さ
ん
と
生
徒
た
ち
が

一
緒
に
料
理
の
出
来
を
話
し
な

が
ら
食
べ
ま
し
た
。　

　

郡
市
内
外
に
進
学
・
就
職
を

控
え
る
３
年
生
。こ
の
実
習
は
、

生
徒
に
と
っ
て｢

ふ
る
さ
と
の

良
さ｣
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ふるさとの食の味
み ら い

来
深い愛情が込められた郷土料理を未来に残すため、郷土愛を
育むために南稜高校で取り組まれている授業を紹介します。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

くまもとふるさと食の名人
本村 イサ子さん

南稜高校生活経営科３年
荒川 蓮

れん な

菜さん（あさぎり町）

▲本村さんが料理の技を生徒に伝授

郷土の家庭料理を教える本村さんと教わった高校生に話を聞きました。

2017.3　広報　みずかみ 14



愛
の
詰
ま
っ
た
「
家
庭
の
味
」
が

そ
れ
ぞ
れ
の
「
郷
土
料
理
」

　

緑
豊
か
な
自
然
、
清
ら
か
に
流
れ

る
球
磨
川
。
私
た
ち
は
こ
の
場
所
に

住
む
動
物
や
植
物
の
命
を
い
た
だ
い

て
命
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

地
域
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
は
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
食
べ
る
機
会
が

減
り
、
郷
土
料
理
が
何
な
の
か
分
か

ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
郷

土
料
理
は
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
農
作
業
の
合
間
に
す
ぐ
食
べ

ら
れ
る
「
や
き
だ
ご
」
や
夏
場
の
暑

さ
を
和
ら
げ
栄
養
も
摂
れ
る「
冷
汁
」

な
ど
、
昔
か
ら
食
べ
る
人
を
思
っ
た

料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
見
た

目
や
味
、
栄
養
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ
た
全
て
の
料

理
は
、
地
域
の
郷
土
料
理
と
し
て
、

ま
た
、
家
庭
の
味
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
家
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
こ
の
地
を
離
れ
て
も
、
私

た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
愛
の
詰
ま
っ

た
料
理
を
思
う
こ
と
で
「
あ
の
味
が

恋
し
い
」「
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
郷
土
愛
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
家
庭
の
味
に
誇
り
を
持
ち
、
次

世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
こ
の
地
域

の
大
切
な
味
と
魅
力
が
ず
っ
と
未
来

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

人吉球磨 肥後さがら路のおごちそう
販売場所　清藤書店（人吉市五日町５）、
　　　　　町屋ギャラリー立山（人吉
　　　　　市中青井町311）、樹

きそう か ん

想館
　　　　　（人吉市鶴田町31－６）
料　金　800円
問合せ　ふるさとの食 指南書作成委員会
　　　   会長 山上 日出世さん（☎２３－５５７６）

ムラのかあさん
レシピ集
販売場所
ひまわり亭（人吉市
矢黒町1880－２）
料　金　1,000円
問合せ　郷土の家庭料理 ひまわり亭　　
　　　　（☎２２－１０４４）

人吉球磨の家庭料理のレシピ本販売中！

一緒に料理を楽しむ柿
かきやま

山順
じゅんこ

子さんと孫の千
ち り

里さん（多良木町）

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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税務住民課からのお知らせ

春は異動の季節です
住民異動の手続はお早めに

　住民票の住所の異動届（転出・転入・転居など）は、国民健康保険税、国民年金、選挙人
名簿への登録などにつながる大切な手続です。

《他の市区町村に転出・転入される場合》

○届出に必要なもの
・本人確認ができるもの（運転免許証・個人番号カード・健康保険証など）
・印鑑
・通知カード又は個人番号カード（裏面に住所変更をする必要があります。）
転出届・転居届の場合は、
・国民健康保険証
・後期高齢者被保険者証
・介護保険証
・こども医療受給者証　　などの水上村から発行されているものもご持参ください。

※住民異動の届出は、本人または世帯主、もしくは同じ世帯の方が行ってください。
　その他の方が、届出をされる場合委任状が必要となります。
御不明な点がございましたらお気軽にご連絡ください。

お問い合わせ先：水上村役場　税務住民課（４４－０３１６）担当：白川・荒嶽

《村内での転居の場合》

【引っ越し前に】
　転出届を提出して
　転出証明書を受け取る
※あらかじめ転出先の住所、世帯主、転出年月日を調べておいてく
ださい。

【転入した日から14日以内に】
　転出証明書を添えて
　転入届を提出
※引っ越しが終わっていないと受付できません。
※18歳未満の方が転入する場合は、母子手帳も必要となります。

【転居した日から14日以内に】
　転居届を提出
※引っ越しが終わっていないと受付できません。

水上村役場にて
（税務住民課）

引っ越し先の
市区町村にて

水上村役場にて
（税務住民課）
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税務住民課他からのお知らせ

特定期間・特例追納制度のご案内
○特定期間について
　国民年金の第３号被保険者が、配偶者（第２号被保険者）の退職やご本人の収入が増加したこ
とによって扶養から外された場合には、第１号被保険者への切替手続きが必要です。
　この切替手続きが２年以上遅れ、時効により国民年金の保険料を納付することができなかっ
た期間については、届出により年金の受給資格期間に算入することができ、年金を受けとれな
い事態を防止できる場合があります。（ただし、年金額には反映しません。）

○特例追納について
　届出により特定期間とされた期間については、平成27年４月１日から平成30年３月31日ま
での３年間、特定保険料を納付（特例追納）することで年金額を増やすことができる場合がありま
す。（既に年金を受けとっている方は、特例追納をしても年金額が増えない場合があります。）

【特例追納の対象期間】
　・特例追納する時点で６０歳未満の方：承認があった月前１０年以内の期間
　・特例追納する時点で６０歳以上の方：５０歳以上６０歳未満であった期間

　詳しくは、ねんきん加入者ダイヤル又はお近くの年金事務所にお問い合わせください。

【ねんきん加入者ダイヤル】
　・電話番号　　０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）
　　※０５０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６６３０－２５２５
　・受付時間
　　月～金曜日　　午前８：３０～午後７：００
　　第２土曜日　　午前９：００～午後５：００
　　※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

　水上村農業委員会では、農地法の規定に基づき、賃借料の情報提供を行っておりま
す。平成28年1月から12月までに締結（公告）された、農地の賃貸借における賃借料水
準（10a当たり）を、以下のとおりお知らせします。

【田（水稲）の部】

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
岩野（整備田） 13,044 円 18,000 円 6,500 円 28件
湯山（整備田） 15,258 円 17,209 円 13,000 円 11件

水上村全域（未整備田） 8,361円 13,000 円 3,525 円 23件
（参考）水上村全体平均 11,699 円 18,000 円 3,525 円 62件

※物納分は、6,500円／30㎏で換算しております。

農地の賃貸借に伴う賃借料情報について
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総務課他からのお知らせ

　今年度は「毎月第２木曜日」に行
政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：３月９日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　氏
お問い合わせ先
　水上村役場　総務課　内田　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による相談会も同日開催されま
す。

日　時：３月９日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

お問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８２

　平成29年度スポーツ安全保険の加入受付が３月から開始！
　万一の怪我や賠償責任に備えて加入しましょう。スポーツ活動・文化活動・ボランティ
ア活動・地域活動を行う４名以上の団体でご加入になれます。加入団体での活動中および
団体活動への往復中の事故を補償します。傷害保険・賠償責任保険・突然死葬祭費用保険
がセットになった保険です。掛金は中学生以下の子どもが年額８００円～、高校生以上の
大人については活動内容によって金額が異なります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先　スポーツ安全協会熊本県支部　ＴＥＬ：０９６－２１３－９０１５

スポーツ安全保険に加入しましょう！

『１ha以上の土地取引には、届出が必要です』
○届出の必要な土地取引
　１ha（10,000 ㎡）以上の土地について、売買・交換・地上権の設定・譲渡等の契
約を締結した場合、届出が必要となります。

※注意※　一団の土地取引（事後届出制の場合）
　個々の面積は小さくても、権利取得者（売買の場合であれば買主）が権利を取得
する土地の合計が１ｈａ（１０，０００㎡）となる場合には届出が必要です。

○届出の手続き
　土地の権利取得者（買主）は、土地の所在する市町村の国土利用法担当課窓口（本
村の場合は役場総務課）に、契約（予約も含む）締結日を含めて２週間以内に届け出
てください。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場総務課　担当：米来　電話　４４－０３１１
　・熊本県地域振興課地域づくり県央推進・調整班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０９６－３３３－２１８１
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平成２８年度
熊本県内装飾古墳一斉公開－春－開催！
　普段は入ることができない古墳を含め、解説を
聞きながら見学できます。
◆公開日　平成29年３月25日（土）午前10時～午後４時
◆会場　塚坊主古墳（和水町）、石貫ナギノ横穴群、
石貫穴観音横穴、大坊古墳（以上玉名市）、横山
古墳、馬塚古墳（以上山鹿市）、京ガ峰横穴群（錦
町）、大村横穴群（人吉市）

◆入場料　無料
直接現地へお越しください。

震災によるこころの悩みをご相談ください
　熊本地震ではこれまでにない大きな揺れを経験
し、深刻な被害を受けました。誰もが傷つき戸惑い
途方に暮れました。
 被災された皆さんの気持ちに寄り添っていける
よう、県は「熊本こころのケアセンター」を開設し
ています。
　少し話すだけで気持ちが軽くなったり、ちょっ
と安心した気分になったりします。お電話をお待
ちしています。

はたらく人のパソコン講座
パソコン基礎コース
WordとExcelとインターネット
◆講座内容　Word（ワープロ）、
Excel（表計算）、インターネッ
ト、メールの基本的な操作を学
びます。また、実務でよく使わ
れるファイルの操作、タブレッ
トの活用、WiFi に関しての講
座もあります。
◆対象者
・中小企業事業主に雇用されている方または、
現在離職中で再就職を希望されている方

・概ね 65歳までの方
◆申込期間　平成 29年３月 27日まで
　（※定員 20名　先着順）
◆受講料　12,000 円（資料代込）
◆講座スケジュール　平成 29年４月３日～６月
29 日、毎週月曜・木曜　19 時～ 21 時《21
回×２時間　計 42時間》

お知らせ

お申し込み・お問い合わせ先

職業訓練法人　人吉球磨能力開発センター
〒 868-0012　人吉市相良町 1253-1
（Tel）22-2475　（Fax）22-2656

お問い合わせ先
熊本こころのケアセンター
（Tel）096-385-3222（平日 午前９時～午後４時）

お問い合わせ先
県立装飾古墳館　（Tel）0968-36-2151

平成29年度多良木高等学校聴講生の募集について
◆目的　一般教養を高め、また職業に関する知識・技能を得ようとする社会人に対し、多良木高等学
校において勉学の場を提供し、生涯学習に資することを目的とする。

◆聴講資格　一般社会人の方で、学習意欲があり 1年間を通じて聴講できる方。
◆授業内容　パソコン活用の（1）基礎編（2）応用編（3）ビジネス編
◆聴講期間　平成 29年 4月～平成 30年 2月
◆授業時間　週1日2時間（水曜日午前10時～正午の予定）なお、聴講した科目の単位の認定は行いません。
◆募集人員　6名程度
◆募集期間　平成 29年 3月 2日（木）～ 3月 9日（木）
◆聴講手続　本校事務室にあります聴講許可申請書を募集期間内に提出ください。
　なお、先着順にて募集人員に達し次第、締め切らせていただきます。
　①聴講費用（4月の開講時に納入になります）
　　年間聴講料　5,000 円　　聴講許可手数料　1,400 円
　　テキスト等につきましては授業担当者で準備いたします。
○申し込み　①申し込み先　熊本県立多良木高等学校事務室
　　　　　　②問合わせ先　熊本県立多良木高等学校
　　　　　　　　　　　　　電　話　42－ 2102　　担当者　川北　禎一
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歩行中の事故が多発しています！！

◇平成29年に入り、県内において６件（死者６人）の死亡事故が発生しています。
　・死者のうち４人（前年比＋２人）が75歳以上の高齢者
　・そのうち３人が歩行中！

（H29.1.26現在）

～歩行者の方も運転者の方も、ぼんやりせず、
周囲の確認を確実に！！自分の身は自分で守る!!～

◇歩行者の目線で考える!!
○横断歩道が近くにある場合は、横断歩道を渡りましょう。
○信号は守る！歩行者用信号が点滅したら横断を開始してはいけません。
○横断歩道がない道路では、見とおしのよい道路を選んで車が来ていないことを確認し
ましょう。
○道路横断するときは、横断前に左右を確認するとともに、横断中、道路中央付近にき
たら、顔を左に向けて車がきていないか再確認しましょう。
○夜間は、白や黄色などの明るい服装と反射材やライトを活用し、自分の存在を知らせ
ましょう。

◇運転手の目線で考える!!
○車を運転するときは、「～かもしれない」と危険を予測し、しっかり安全確認をしま
しょう。
○ライトは上向きが原則です。対向車があるときは、上向き・下向きをこまめに切り替
えましょう。
○車を運転中は、前方、左右、周囲の状況を確認しましょう。
○車からみて「右から左」に横断する歩行者には、特に注意しましょう。

　道路交通法が施行され、平成29年３月12日から施行されます。
　高齢運転者対策の推進については、認知機能検査など強化されており、主な改正点は、
以下のとおりです。

１　臨時認知機能検査・臨時高齢者講習の新設
２　臨時適性検査制度の見直し
３　高齢者講習の合理化・高度化

※詳細は、お近くの警察署等にお尋ねください。

多良木交通安全速報
～多良木警察署からのお願い～
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　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験の受験者の募集をしています。
　募集要領は、次のとおりです。
１　受験資格
　⑴　昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方
　⑵　平成８年４月２日以降に生まれた方で、次に掲げる方
　　①　大学を卒業した方及び平成30年３月までに大学を卒業する見込みの方
　　②　人事院が①に掲げる方と同等の資格があると認める方
２　試験の程度　大学卒業程度
３　申込方法及び申込受付期間
　人事院ホームページ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm又は
　 採用情報ＮＡＶＩ   検索    ）をご利用ください。
　申込受付期間は、平成29年３月31日（金）から平成29年４月12日（水）まで（受
信有効）です。
４　第１次試験
　平成２９年６月１１日（日）
５　問合せ先
⑴　人事院人材局試験課（電話０３―３５８１―５３１１　内線２３３２）
⑵　熊本国税局人事第二課試験研修係（電話０９６―３５４―６１７１ 内線６０４６）人吉
税務署（電話　０９６６－２３－２３１１）※自動音声案内に従い、２番を選択してくだ
さい。

　消防法の指定に基づき、平成29年度第１回危険物取扱者試験が次の日程で実施されます。
１　試験の種類、試験日等
試験の種類 試験日 願書受付期間 試験地

甲種
乙種第１類～
　　第６類
丙種

平成29年
６月 11日（日）

書面
申請

平成29年４月 13日（木）
～４月20日（木）

熊本市
八代市
天草市
玉名市

電子
申請

平成29年４月 10日（月）
～４月17日（月）

　※　詳しくは、試験案内をご覧ください。

２　願書等の配置場所
　受験願書等は、（一財）消防試験研究センター熊本県支部、熊本市消防局・熊本県下
消防本部及び熊本県総務部市町村・税務局消防保安課に３月22日（水）以降配置しま
す。

３　お問い合わせ
（一財）消防試験研究センター熊本県支部
　　　　熊本市中央区九品寺１丁目11番４号　熊本県教育会館４階
　　　　　電話（096）364-5005

　国税専門官採用試験受験者募集

「危険物取扱者試験案内」
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 小　児　科

3

5 日 渡辺医院
（TEL　42-2541）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

公立多良木病院小児科
（TEL　42-2560）

12 日 宮原医院
（TEL　42-2082）

ほづみ皮膚科医院 
（TEL　26-5300）

増田クリニック小児科　
（TEL　22-3570）

19 日 横山医院
（TEL　42-2132）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

人吉医療センター小児科
（TEL　22-2191）

20 月 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

脳神経外科小林クリニック
（TEL　(38-5670）

堤病院附属九日町診療所小児科
（TEL　22-2251）

26 日
増田耳鼻咽喉科クリニッ
ク
（TEL　45-8001）

緒方医院
（TEL　35-0131）

やまむら医院
（TEL　45-0005）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

3

5 日

山口薬局（多良木町）
 （TEL　42-2123）

清風薬局サンロード免田店
（あさぎり町）

（TEL　49-9600）

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）

12 日 山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）

19 日 　

20 月
ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）

百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

26 日
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）
 （TEL　45-6330）

くま薬局（相良村） （TEL　35-1300）
※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（３月）

休日当番薬局（３月）
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3月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

9日・16日・23日・30日：
　　アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん

2日：燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器　燃えないごみは第１木曜日のみです

資源ごみ

燃えないごみ

燃えるごみ 6日・13日・20日・27日

し尿汲取り料金が改定されます！

　社会情勢の変化に伴う物価高騰等の影響により、料金が改定となります。

※ただし、消費税は別途加算になります。

※料金改定の実施日は、平成29年４月１日からとなります。

【お願い】
●便槽の中に、紙オムツや布きれなどは、絶対に入れないでください。
●消毒液などをたくさん使用しないでください。
●無臭トイレを設置されているお宅は、曲りパイプの腐食を防ぐため、流し水を必
要としますので、ご用意ください。

問い合わせ先
○（有）球磨清掃公社　42-2614　　○人吉球磨広域行政組合　23-3080
○水上村役場　保健福祉課　44-0313

現行料金（１リットル当り）
11円 30銭

新料金（１リットル当り）
12円50銭
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　今回で46回目を迎える水上村の一大イベント「湯山温泉桜ま
つり」が平成29年３月19日（日）に開催されます。次の週の平成
29年３月26日（日）には市房ダムの桜並木の下を走る「日本一
の桜の里健康マラソン大会」が開催されます。ポスターの原画
は湯山小学校５年生の椎葉夏稀さんの作品です。関連行事やプ
ログラムは本紙２・３ページに掲載

第４６回

湯山温泉桜まつり

人のうごき
平成29年1月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,300（－2） 

1,076（－3） 

1,224（＋1） 

   912（－2） 

表紙
の説
明

3月の行事予定

※予定ですので、変更になることがあります。

　今回の球磨郡市広報
紙研究協議会合同特集
では、人吉球磨地域の
ふるさとの味を守り続
けるために、私たちがで
きることを考えます。
　記事は本誌１０～１５
ページ。

11日（土） 水上中学校卒業式

19日（日） 第46回湯山温泉桜まつり

24日（金） 各小学校卒業式

26日（日） 桜の里健康マラソン大会

30日（木） 各保育所卒園式


